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序

 本報告書は,昭和54年に実施した,県営ほ場整備(井の下地区)並びに広域営

 農団地農道整備事業(北村山地区)に伴う,谷地・後原遺跡の2遺跡についての

 緊急発掘調査の結果をまとめたものであります。

 発掘調査において,谷地遺跡では縄文時代中期の住居跡をはじめ,多くの土器

 や石器の遺物が発見され,中でも北陸地方との文化交流の一端を示す資料が,ま

 た後原遺跡では,縄文時代早期から後期にかけ,最上川を背景とする生活の内容

 がうかがい知られ,それぞれ貴重な資料を得ることができました。このことは幾

 千年のかなたで,厳しい自然と融和一体となりながら,新しい文化を創造する先

 人の心豊かな,たくましい生活ぶりをしのばれる所であります。

 近年,埋蔵文化財と農林事業とのかかわりは,増加の傾向にあります。本県の

 産業基盤である農林事業は,県民の生産基盤の整備や福祉の向上を目的とし,豊

 な県土を目差して鋭意進められておる所であります。一方,同事業を進めること

 は,数千年もの間土中に埋もれ続けてきた埋蔵文化財と,直接なかかわりを持つ

 こととなり,その間には数多くの困難な問題が生じております。

 県教育委員会におきましては,生活文化の向上や地域環境の整備など,同じ立

 場から,これらの間の調整をはかり,今後とも埋蔵文化財の保護行政のため努力

 を続けてまいる所存であります。

 最後ではありますが,発掘調査にご協力をいただいた関係各機関並びに関係各

 位に感謝を申し上げるとともに,本書が埋蔵文化財に対するおおかたの,理解の

 一助となれば幸いと存じます。

 昭和58年3月

山形県教育委員会

教育長大竹正治



例 言

 1本報告書は,山形県教育委員会が山形県農林水産部より委託を受け昭和54年度に実施

 した,県営ほ場整備事業(井の下地区)並びに広域営農団地農道整備事業(北村山地区)
 に伴う,小国町谷地遺跡と村山市後原遺跡の2遺跡について,緊急発掘調査の結果をま
 とめたものである。

 2発掘調査期間

 谷地遺跡昭和54年4月23日～同年7月6日(延49日)

 後原遺跡昭和54年10月1日～同年11月2日(延24日)

 3調査にあたっては,谷地遺跡では小国町教育委員会・県農林水産部耕地第二課・県置

 賜北部土地改良事務所・井の下土地改良区,並びに後原遺跡では村山市教育委員会・県
 農林水産部耕地第一課・県村山平野土地改良事務所など,各関係機関や地元の方々の協
 力を得ました。記して感謝を申し上げます。

 4報告書の体裁は,(1)谷地遺跡・(2)後原遺跡として,それぞれ個別に章をもう
 けて内容を記した。

 5挿図縮尺は,全体図・遺構図などは1/1000・1/200・1/300・1/20・1/60とし,遺物では
 土器実測・拓影図1/3・1/4・石器1/2～1/8として,各挿図それぞれスケールを示した。
 遺物の図版縮尺は,土器1/2～1/4とし,石器では1/2～1/6を原則とした。

 6本文および挿図中の記号は,ST-住居跡・EL-炉跡・EP(P)-柱穴・ED-

 周溝・EU-埋設土器・SK-土壙・SD-溝跡・SM-集石・SX-不明遺構,また
 F-遺構覆土・Y-床面である。遺物ではRP-土器・土製品・RQ-石器・石製品を
 示す。住居跡・炉跡・土壙などは全体に一連番を付け,柱穴・周溝は各挿図毎一連の数
 字とした。

 7本報告書は,谷地遺跡では佐藤正俊・名和達朗・阿部明彦・長橋至,後原遺跡は名
 和達朗が担当し,それぞれ執筆した。編集にあたっては渋谷孝雄があたり,佐々木洋治
 が総括したものである。
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 Ⅰ調査の経緯

 1調査に至る経過

 小国町の増岡地内は,小国盆地の中でも有数の米作地帯であり,一方,埋蔵文化財もま

 た多く包蔵する地域でもあり,旧石器時代から縄文時代にかけての集落跡などが点在して

 おり,遺物もた多く採集されている。

 これらの地域が,昭和54年から井の下地区の県営ほ場整備事業として実施することにな

 り,県教育委員会は小国町教育委員会と共に,県農林水産部耕地第二課・置賜北部土地改

 良事務所・井の下土地改良区などの関係各機関と,埋蔵文化財の保護対策について協議を

 重ねたものである。その結果遺跡は,できるだけ現状のまま残すことを基本として,やむ

 を得ず破壊されるものについては,記録保存による緊急発掘調査を実施することにしたも

 のである。

 今回の谷地遺跡の発掘調査は,この地区が昭和54年度にほ場整備事業に係るため,昭和

 53年10月に遺跡詳細分布調査を行なった。その結果,事業の工法状の問題で,遺跡の現状

 保存が困難であるため,関係各機関と協議を進めて昭和54年に緊急発掘調査を実施したも

 のである。なお,遺跡の北東側A地区(第2図)については,工法状表土取りあつかいと

 なるため,表土が一部削平される程度で,現状のまま保存されることになった。
さいず

 これまでこの地区で緊急発掘調査が実施された遺跡は,昭和54年には蟹沢遺跡・才頭遺
しもの

 跡,昭和55年は下野遺跡・団子山遺跡,昭和56年は墓窪遺跡などであり,県教育委員会や

 小国町教育委員会が主体となって,県農林水産部の委託を受けて,緊急発掘調査を進めて

 きた。その結果これらの遺跡が,縄文時代中期から後期にかけての集落跡であることが明

 らかになり,数々の貴重な資料が提供された。

 2調査の経過

 今回の発掘調査は,昭和54仁4月23日(月)から7月6日(金)まで延49日間に亘って,

 ほ場整備事業区域に限って実施し,私有地に伴う宅地や畑地についてはほ場整備事業の地

 区外となっている。調査経過の概要は,第一段階から第四段階に分けて順次進め,第一段階

 では遺跡の概要を知るため粗掘作業を中心にして精査区域の確認を行なう。第二段階は重

 機を使用して精査区域を拡張し,面整理作業による遺構を確認する。第三・四段階は実際

 の遺構などの精査・検出を行い,記録によって保存するものである。作業経過の詳細につ

 いては、発掘調査行程表(表-2)参照のこと。
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 Ⅱ遺跡の概観

 1立地と環境

 谷地遺跡は,山形県の西南部.新潟

 県と接する山間の小国盆地にある。こ

 の盆地は,飯豊・朝日の両山地にはさ

 まれて南北に開けた盆地である。中央

 部の谷底平野は北方の朝日岳から南流

 する荒川と,飯豊山から発して西流す

 る横川とによって,5つの地形面をも

 つ河岸段丘から形成されている。洪積

 段丘の平林・横道面,沖積段丘の小国・

 八木沢面と沖積低地とになっている。

 洪積中位段丘の平林面には,東山遺跡・

 平林遺跡があり,洪積低位段丘の横道

 面には,横道遺跡・鳥谷沢遺跡・岩井

 沢遺跡などの旧石器時代を中心とする

 遺跡が分布している。沖積段丘には本

 遺跡をはじめとして,下野遺跡・墓窪

 遺跡・団子山遺跡・蟹沢遺跡など縄文

 時代の前期から後期にかけての遺跡が

 多く分布している。(表-1・第1図)

 本遺跡は,小国町大字増岡字谷地他

 に所在し,荒川の左岸に位置し,標高

 136m前後を計る。遺跡は,沖積上位

 段丘の小国面中央部に立地している。

 全体的に東方から西方にかけて傾斜し

 ており,遺跡は若干微高地状となって

 いる。地目は,水田・畑地・宅地とな

 っている。南西・南東側の背後地には,

 2ヶ所の湧水地が認められる。

 一7一



 2調査の方法

 今回の緊急発掘調査は,谷地遺跡の中央地区から南側地区にあたるほ場整備事業区域の

 東西120m・南北70mで,発掘対象面積が約8,400㎡について実施し,とくに遺構や遺物が

 密集する区域(精査区域)を重点に発掘調査を進め,遺跡北東付近からA地区,遺跡の南

 側をそれぞれB・C・D地区とした。精査面積は,A地区1100㎡・B地区200㎡・C地区

 140m2・D地区600m2であり,A～D地区を合せて2040㎡の精査面積を調査したものであ

 る。(第2図)

 発掘調査は,事業区域内全体にグリッドを設定し,グリッドの基線をほ場整備実施杭に

 基点を設けて20-50グリッドとして,グリッド基線のY軸方向はN-27LEを計り,2×

 2mを一単位とするグリッドを設定する。遺跡の西端中央よりから2×8mあるいは2×

 10mのトレンチを併用して,遺跡の東側・南側に向けて粗掘作業を開始し,遺跡の北東側

 地区と南側地区に大きく拡張し,精査区域A～D地区を設定し調査を実施した。(第2図)

 3遺跡の概要

 (1)遺跡の層序

 本遺跡は,横川によって開析された沖積河段丘に立地し,現地形は全体として南側から

 北側にかけて若干傾斜しており,遺跡の東・南方では1～1.5mの差で低位面となり,西方

 は小段丘崖となっている。また旧地形は,遺跡の中央部でほぼ南北に走るように鞍部とな

 り緩傾斜地になる。基本的な遺跡の層序は,5層に分けられる。第Ⅰ層暗褐色土(耕作土・

 13～15cm),第Ⅱ層暗褐色土(粘質土・15～20cm),第Ⅲ層黒褐色土(粘質土・14～23cm),
 第Ⅳ層褐色土(砂質土・17～29cm・漸位層),第Ⅴ層黄褐色土(粘質土・地山)である。

 なお,遺物包含層は第Ⅱ層下部から第Ⅲ層にかけて,遺構の確認面は第Ⅲ層下部から第Ⅳ

 層中にかけてである。

 (2)遺構と遺物

 本遺跡で検出した遺構は,竪穴住居跡29(検出12・確認17)・土壙41(検出14・確認27)
 集石31・不明ピット128である。時期は,いずれも縄文時代中期中葉である。

 遺構の分布状態は,遺跡の東端から西端の地区に密集して分布し重複している。住居跡

 は,A地区では北側に多く在り,さらに北側に分布するとみられ,B・C地区では地形に

 沿って半円状に連り,D地区は1軒のみ検出される。土墳は,A地区では住居跡と同様な

 関係を示し,B・C地区では住居跡の外郭に重複して在り,D地区は西側に分布している。
 集石遺構は,D地区のみ検出し中央から東側にかけて偏在し,全体として不規則に配置し
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 ている。不明のピット群は,A～D地区に認められ中には住居跡を構成する柱穴が含まれる

 と考えられるが,詳細については明確ではない。このように遺構の分布は,遺跡の東端か

 ら南端あるいは一部西端にかけて多く密集し,遺跡の中央部には遺構は認められずな空白
 域となっている。

 今回出土した遺物は,整理箱に約74箱を数え,それらは縄文式土器(中期中葉)・石器・
 石製品などに分けられる。遺物のほとんどは第Ⅱ・Ⅲ層の遺物包含層と住居跡や土壙覆土内
 から出土している。

 遺物の出土状況は,包含層ではA地区北側・B・C地区の中央部・D地区北東側で最も

 多く出土し,遺跡の中央部から北側にかけて遺物の出土が希薄になり,遺構の分布状態と
 ほぼ一致している。遺構内では,全体の遺物量の大半を占め住居跡や土壙の覆土内より廃
 棄した状態で出土したり,とくに81・86・88～90・94・98号住居跡・1・83・95号土壙で
 は顕著に認められる。



 〈凡例〉
 ST：住居跡
 SK：土壙
 SM：集石遺構

 (なお遺構番号は住居跡・土壙などを含めて一連番号である。)



 Ⅱ遺構と遺物

 1遺構

 A地区遺構(第4図図版3)

 遺跡の北東側中部に位置して,住居跡・土壙・ピット群は51～65-48～60グリッド内に

 あり,平面形を確認したのみで実際に遺構は検出していない。なお,この地区はほ場整備

 事業の工法状表土取りあつかいとなるため,平面形を確認したのみで,住居跡などは現状

 保存となったものである。遺存状態は,他のB・C・D地区よりも第Ⅰ層耕作土がやや厚

 く堆積し,遺構の遺存状態も良い。確認面は,第Ⅲ層中位より確認され,明確に平面形が

 検出される。

 住居跡は,重複している関係から大きく4グループに分けられ,308号住居跡・311号住

 居跡・316号住居跡・318号住居跡などそれぞれ中心とするグループである。平面形はいず

 れも不整円形や楕円形を呈し,規模は約3～4m前後となるものである。住居跡覆土は,

 色調が暗褐色ないし黒褐色を呈し,炭化粒子や黄褐色粒子が多量に混りる粘質土層である。

 遺物の出土状況は,住居跡の上部から多くの土器片や磨石・凹石類などが出土している。

 その他,308号住居跡の東側306号住居跡と重複している部分に,幅18～25cmで黄褐色土が

 外周して認められ,恐らく308号住居跡の東側壁体が構築されている。

 土墳は,その大部分がA地区の中央部より西側に分布し,住居跡群の回りに在る。平面

 形は,不整円形や楕円形を呈する。大きさは,約1～1.5m前後である。土壙の覆土は,暗

 褐色土・黒褐色土で炭化粒子が混る微砂質粘土である。不明ピット群は,その大半が遺構

 とは直接結びつかないと考えられるが,中には305号住居・302号土壙の南側のピット群は

 覆土の状態から,住居跡を構成する柱穴群とみられる。

 このようにA地区は,中央より北半にかけて遺構が密集し,南半域では確認されておら

 ず,遺物の出土状況も遺構分布と一致する。

 B地区遺構(第5図図版4・5)

 遺跡の南東側のやや平担地,46～55-26～30グリッド内に位置する。中央から東側にか

 けて81・84・86号住居跡や83・85・95・96号土壙があり,81・86号住居跡・84号住居跡・

 95・96号土壙それぞれ重複しており,中央から西側にかけて88～90・94・95・98号住居跡

 が連続して重複している。北側には不明のピット群が在る。遺存状態は,全体に水田耕作

 により一部覆土上層まで撹乱を受けている。確認面は第Ⅳ層で,いずれも第Ⅴ層を掘り込
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 んでいる。

 (86号住居跡)平面形は,東側が未掘ではあるがおそらく不整円形を呈する。大きさは

 長径3.52mを計り,確認面から床面までの深さは18～26cmである。壁は,緩やかに掘り込

 まれ,現存高は約21cmである。壁溝および周溝は検出されていない。床面の状態は,全体

 に凹凸で軟弱であり,壁際はとくに軟弱である。柱穴は9本で,EP9～11が主柱穴で,

 PE12～17は壁柱穴あるいは支柱穴で,径15～29cm・深さ18～39cmである。なお,炉跡に

 ついては,確認されていない。

 (81号住居跡)東側で86号住居跡と重複し,西側で85号土壙と接している。平面形は南

 側がやや脹らみをもつ円形を呈する。大きさは長径4.31・短径3.96mを計り,確認面から

 の深さは17～23cmである。壁は北・南側で明瞭に掘り込まれ,西・北東側では若干傾斜し

 ている程度で,現存高は確認面からの深さと一致する。壁溝・周溝は検出されていない。

 床面の状態は,中央部がやや固く踏みしめられているほかは軟弱で,平担である。柱穴は

 8本検出され,主穴柱はEP・4・5で径32～38cm・深さ35～42cm,支柱・壁柱穴はEP

 1～3・6～8で径17～43cm・深さ14～28cmである。

 (84号住居跡)東側で95号土墳・南側で81号住居跡と重複あるいは近接している。平面

 形は柱穴の配列からみて円形を呈すると考えられる。大きさは推定長径3.20mを計る。壁・

 壁溝・周溝は確認できなかった。床面の状態は,中央部のEP18付近で若干認められ,や

 や軟弱である。柱穴は8本確認され,EP18～25である。大きさは径16～38cm・深さ12～

 36cmで,主柱穴はEP8で他は支・壁柱穴とみられる。

 (98号住居跡)北側で88号住居跡と東側で94号住居跡と重複している。平面形は,床面

 の範囲と柱穴からみて楕円形を呈すると考えられ,大きさは長径3.18m・短径2.98mを計

 る。壁は若干の高低差をもって傾斜しているが,全体的には不明確である。周溝・壁溝は

 認められない。床面の状態は,中央部がやや高く凹凸がみられ固く踏みしめられ,外側へ

 むけて軟弱となっている。炉跡は中央部の東側寄でEP35付近に約10cmの範囲で焼土混り

 の黄褐色土があり,若干焼成されている程度であるが,おそらく炉跡と考えられる。柱穴

 は17本検出され,壁寄りに外周するのが特徴である。EP26～42で,主柱穴はEP28・35・

 42で径36～53cm・深41～52cmである。その他は支柱穴で径18～34cm・深さ15～31cmである。

 本住居跡は,柱穴の配列からみて1回の拡張した住居跡と考えられる。

 (94号住居跡)西側で98号住居跡と重複している。平面形は,柱穴の配列からみて東側

 と西側がやや直線になる楕円形を呈する。大きさは,長径3.96m・短径3.14mを計り,確

 認面は第Ⅳ層上面である。壁は,東側で検出され緩やかに掘り込まれ,現存高は6～11cm

 である。壁溝および周溝は,検出されない。床面の状態は,住居跡の中央部でやや落ち込
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 み,東側壁付近では凹凸になるほかは平担で,EL45(炉跡)付近が固く踏みしめられ壁

 際で軟弱となっている。柱穴は25本検出され(EP46～60),主柱穴はEP46～50で5本

 認められ,径35～43cm・深38～51cmであり,EL45を中心に外周して在る。支柱・壁柱穴

 はEP51～60であり,径19～43cm・深さ22～35cmである。とくにEP52・54・59・60は支・

 壁柱穴の中でも主柱穴に準じている。

 炉跡(EL45)は,住居跡のほぼ中央部の南寄りに位置する地床炉である。平面形は不

 整円形を呈し,大きさは径45cm・深さ15～21cmを計る。とくに底面で良く焼成され,焼土

 も厚く堆積している。

 (88号住居跡)南側で98号住居跡・西側で90号住居跡とそれぞれ重複している。平面形

 は,北側の一部で方形状になるほかは不整の円形を呈し,大きさは長径4.00m・短径3.50

 mを計る。確認面第Ⅲ層下部で確認される。壁は,東側の一部から北側にかけて検出され,

 ほぼ緩やかに掘り込まれ軟弱であり,現存高24～29cmである。壁溝・周溝は,確認されな

 い。床面の状態は,EP61付近で凹凸があるほかは平担で,軟弱である。柱穴はEP61～

 69で9本検出され,主柱穴はEP61～63で径34～48cm・深さ38～59cm,住居跡の中央部に

 在り,いずれも半円形状に配列されている。壁柱穴および支柱穴はEP64～69であり,径

 28～54cm・深さ19～41cmであり,EP64とEP69は対をなすものである。炉跡は,検出さ

 れていない。

 (89号住居跡)90・92号住居跡と重複している。平面形は東壁と柱穴の配列から考えて

 楕円形を呈している。大きさは推定長径4.00m・短径3.00mを計る。92号住居跡精査の際

 に確認される。壁は東側で検出され,緩やかに掘り込まれており,現存高は12～14cmであ

 る。壁溝・周溝は確認されない。床面の状態は,住居跡の中央部が凹凸みられ固く踏みし

 められ,壁付近では平担で軟弱である。柱穴は11本検出されEP70～80で,主柱穴はEP

 70・75・79であり,住居跡の壁際にあり三角形状に対応しており,径38～61cm・深さ45～

 59cmである。EP71～74・76～78・80は支・壁柱穴となり,径24～42cm・深さ18～33c血で

 ある。炉跡は確認されない。

 (90号住居跡)89・92号住居跡と重複している。平面形は,柱穴の配列状態より不整円

 形を呈し,大きさは推定長径6.00・短径5.92mを計る。89・92号住居跡の精査および検出

 の際に確認される。壁は,北側の一部で検出され,緩やかに掘り込まれ,軟弱である。現

 存高は8～13cmである。壁・周溝は認められない。床面の状態は,全体に軟弱であり,平

 担である。柱穴はEP81～93で13本検出され,主柱穴はEP81・86の2本認められ,径32

 ～63cm・深さ18～24cmである。支柱穴他はEP82～85・87～93でその大部が壁際にあり,

 外周している。炉跡は認められない。
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 (92号住居跡)89・90号住居とそれそれ重複し,全体の約4分の1を検出したものであ

 る。平面形・規模などは不明であレ),壁溝・周溝は検出されず,炉跡は確認されていない。

 壁は,緩やかに掘り込まれ固くなり,現存高は12～15cmである。床面の状態は,壁際で軟

 弱であるほかは,固く踏しめられ凹凸がみられる。

 (83号土壙)55-26グリッド内に位置し,南西側は未検出である。平面形は,北側がや

 や張らむ楕円形を呈し,推定長径2.41・短径2.04mを計る。確認面は第Ⅲ層下部より確認

 される。壁は全体に緩やかに掘り込まれ,軟弱である。壙底は,中央部がやや高く壁付近

 でやや低くなる。土壙の中央部で一括土器群が投棄されている。

 (85号土壙)東側で81号土壙と接している。平面形は,北側・東側・南側が突出する不

 整形を呈し,覆土中に黄褐色土が上層から下層にみられる。規模は長径2.78・短径2.00m

 を計る。壁および壙底は,不規則に掘り込まれ,とくに墳底では不整ピット群が掘り込ま

 れている。

 (95号土壙)西側で84号住居跡と重複し,東側で96号土壙と接している。北東側の半分

 は未検出である。平面形は,ほぼ円形を呈するとみられ,径約2.00mを計る。確認面は第

 Ⅲ層下部である。壁はほぼ垂直に掘り込まれ,軟弱である。壙底はほぼ平坦であるが中央

 北側で凹凸がみられる。

 (96号土壙)西側で95号土壙と接している。大半が未検出で詳細は不明である。壁や壙

 底はしっかりと掘り込まれている。

 A地区における住居跡・土壙の新旧関係は下記の図式となる。

 C地区遺構(第6図図版6)

 遺跡の南側のやや平坦地,36～42-26～30グリッド内に位置する。中央から東側にかけ

 て10・12号住居跡や1・2号土壙があり,西側に15・17号土壙がある。12号住居や1・2

 号土壙がそれぞれ重複している。住居跡や土墳の囲りには不明のピット群があり,ピット

 の配列や構成および第Ⅳ層の状態からみて,直接に住居跡を構成する柱穴とは判定しにく

 いものである。全体的に水田耕作により一部覆土上層まで授乱を受けており,第Ⅱ層から

 第Ⅳ層にかけて小礫群(河原石等)などが多量に混入されているため,遺構を検出する際は

 困難をきわめた。確認面は,12号住居跡が第Ⅲ層下部で,その他の住居跡や土壙は第Ⅳ層

 において確認され,検出したものである。
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 (10号住居跡)37～39-28～30グリッド内に位置し,確認面は,第Ⅳ層中位より確認さ

 れたものである。平面形は,周溝(ED2)の形状によって,南側がやや突出する楕円形

 を呈している。大きさは長径4.88m・短径4.09mを計る。壁は認められない。同溝ED2

 は,住居跡を全周し,北側・東側・南側で幅がやや広くなり,南西側で狭くなっている。

 幅は18～44cm・深さ12～18cmで,断面がV字状になっている。床面の状態は,中央から東

 側は凹凸があり固く踏みしめられ,西側ではほぼ平坦で軟弱である。柱穴はEP1～10で

 10本検出され,主柱穴はEP1～4でEP2～4は壁に寄っており,主柱穴の位置関係は

 台形状を示して,径38～56cm・深さ35～51cmである。EP5～10はいずれも壁・支柱穴で

 あり,径19～32cm・深さ25～31cmである。炉跡(EL1)は,住居跡の西側寄りに位置す

 る地床炉である。不整円形を呈し,径65cmで深19cmである。炉跡中央部が良く焼けている。

 (12号住居跡)40～42-26～29グリッド内に位置し,1・2号土壙と重複している。1・

 2号土壙の精査・検出の際に確認される。平面形は柱穴の配列状態からみて楕円形を呈し

 ており,大きさは推定長径約7.00m・短径5.09mを計る。壁は確認されない。床面の状態

 は,住居跡の中央部がやや落ち込むほかは平坦であり,軟弱である。柱穴は28本検出され

 EP11～38である。径14～47cm・深さ19～52cmである。炉跡は確認されなかった。

 本住居跡は,柱穴の配列状態からみて1～2回の拡張が行なわれている。また1・2号

 土壙との新旧関係は,いずれの土壙よりも旧いものである。

 (1号土壙)北側で12号住居跡と重複している。平面形は楕円形を呈し,大きさは長径

 2.01m・短径1.58m深さ25cmを計る。壁は緩やかに掘り込まれ軟弱である。壙底は,ほぼ

 平坦で軟弱である。12号住居跡よりも新しい。

 (2号土壙)12号住居跡の中央部で重複している。平面形は,東側が大きく脹らむ不整

 の円形を呈し,大きさは長径2.16m・短径1.68m・深さ58cmを計る。壁はとくに東側で緩

 やかに掘り込まれ,上部でややオーバーハングしている。壙底は,中央部がやや高く壁際

 付近で低くなっており,軟弱である。12号住居跡よりも新しい。

 (15号土壙)36・37-27・28グリッド内に位置し,10号住居跡と近接する。平面形は北

 側と南側がやや脹らむ楕円形を呈している。大きさは,長径2.23m・短径L57m・深さ59

 cmを計る。壁体は全体的に緩やかに掘り込まれ軟弱である。墳底は,やや西側に傾斜して

 いるがほぼ平坦で軟弱である。

 (17号土壙)37・38-26・27グリッド内に位置し,北側で10号住居跡と近接している。

 平面形は,南側がやや不整形になる楕円形をしている。大きさは長径1.58m・短径0.87m

 を計る。壁体は全体に緩やかに掘り込まれ,軟弱である。墳底は,ほぼ平坦であり軟弱で

 ある。
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 D地区遺構(第7図図版7)

 遺跡の南西側の平坦地,11～25-26～35グリッド内に位置する。住居跡(4号住居跡)

 は北東側に1軒検出され,土壙は中央部に1基その他は南西側の地区に偏在し,不明ピッ

 ト群と近接している。集石遺構群(SM)はD地区の中央北側から南側に重複あるいは近

 接して在る。これら遺構はいずれも第Ⅳ層の上面で確認されたものである。

 (住居跡)

 4号住居跡は,20～23-31～34グリッド内に位置する。平面形は,柱穴の配列状態から

 みて不整の円形を呈している。大きさは長径6.24m・短径5.22mを計る。確認面はⅣ層上

 面である。壁および壁溝・周溝は確認されない。床面の状態は,炉跡(EL)付近が凹凸

 があ})固く踏みしめられており,その他では平坦で軟弱である。柱穴は32本検出されてお

 り,住居跡の壁付近に在り外周している。径24～42・深さ18～63cmである。これら柱穴の

 配列を考慮すると数時に亘って拡張あるいは建替などが考えられる。

 (土壙)

 土壙群はいずれもD地区の南西側に位置して偏在する。平面形は,円形ないし不整円形

 を呈する土壙では221・251・264号土壙であり,楕円形は213・244・246である。土壙群の

 壁体は緩やかに掘り込まれ軟弱であり,墳底は,全体としてほぼ平坦であり軟弱である。

 大きさは径1.54～2.21mで深さ45～62cmを計る。なお246・251号土壙の新旧関係は246号

 土壙　が新しい。

 (集石遺構)

 本遺跡の集石遺構群は,D地区のみに検出されたものであり,地区内の中央部の北側か

 ら南東および南側にかけ重複あるいは近接してみられる。集石遺構群の全体的な概要につ

 いては,平面形は礫群の範囲の中で示したもので円形・不整円形・楕円形・不定形を呈し,

 形は様々である。使用した礫群は自然の河原石を用いた円礫・角礫などで大きさも9～40

 cmものであり,とくに石棒や石皿・凹石・磨石等の出土はみられず,そのほとんどが自然

 の礫である。構築の状態は,人為的に掘り込んで礫を置く状態ではなく,自然の窪地や落

 ち込みを利用して礫を配置してるものが多い。礫の配置は,平面的に配列しており,2～

 3重に積み重ねているものは少ない。出土した遺物の量は,他の地区と比較する希薄であ

 る。大きさは,径約1.2～4.6mである。

 このように,集石遺構群についての全体的な特徴を概略して記述してみたが,各集石遺

 構の礫の配置状態や集合する集石遺構群の配列および規模からみて,4つのグループに分

 けられる。Aグループは219号集石を中心として環状になるもの,Bグループは,262号集

 石あるいは263号集石など中心部に複数の集石を配列するもの,C・DグループはA・B
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 グループに属さず規模が若干の差違をもつグループである。

 〔Aグループ〕

 D地区のほぼ中央部に位置し,東側で4号住居跡と重複しているとみられる。219号集

 石を中心として直径約12mの環状をなして,各集石遺構が配列している。構成する集石遺

 構は204・206・213・220・225・228・241・242・258・259号集石である。東側の4号住居

 跡と重複している地区は,住居跡が造られる際に壊されている。平面形は,円形・不整円

 形・楕円形を呈し,大きさは約1.90m～2.40mを計る。集石の配列は規則的であり,外周

 には長方形状になる礫を弧状に配し,中央部には30～40cmの円形状の礫をやや方射状に配

 しており,とくに204・225・258号集石で顕著に認められる。礫などの抜き取りの痕跡が

 あるものは213・219・228・242号集石で,中央部が抜き取られている。219号集石は,中

 央部よりもやや南西側寄りに位置し,北東側の地区が空間地帯となっており,礫の配列は

 25～40cmのやや中形の礫を使用し,中央部に50～55cm前後の角柱礫の抜き取り痕がみられ

 る。204・258号集石は,自然の若干の落ち込みを利用して礫を配しており,その他の集石

 は,多少の凹凸がみられてもほぼ平坦な部分に礫を配している。

 〔Bグループ〕・

 D地区の南側に位置し,東側の地区については未検出である。262・263号集石を中心と

 して直径10～12m前後の環状をなすとみられる。複数の集石遺構が中心部でさらに小環状

 をなすか,他方全体的に2～3重に連らなって配置され環状になると考えられる。構成す

 る集石遺構は,203・208・209・210・222・223・224・226・22g・260・261・262・263・

 264号集石である。平面形は,円形・不整円形・楕円形を呈しており,大きさは径約1.20～

 2.40mを計る。環状の配列は,外周にやや大形の径L80～240mの203・208・209号集石な

 どが配置され,中央部では不規則的に小集石遺構が配されている。集石遺構の礫の配置は,

 全体に30～50cmの自然礫を中央部に不規則に間隔をとって配置している。Aグループと違

 って抜き取りの痕跡が認められず,全体として粗雑である。

 〔Cグループ〕

 平面形が円形・不整円形を示し,大きさが径1.20～2.00mのもので,Aグループ外周の

 北・西・南側に位置し,207・215・257号集石遺構である。いずれも自然の落ち込を利用

 して構築し,集石の配置は中央部やや中形礫を,外周に沿って小形の礫を配置している。

 258号集石遺構に類似している。

 〔Dグループ〕

 平面形は楕円形を呈し,大きさは推定径2.50～4.00mを計り,大形となっている。202・

 205・216集石遺構で,構築の状態は258号集石遺構に共通している。
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 2遺物

 (1)土器

 本遺跡から出土した土器は,破片総数で約7,000点を数える。内訳は表-1・2に示す通

 りであるが,その他にPR№を付けて取り上げた33点の一括土器がある。以下では,文様

 判別の不能な細片を除いた包含層・遺構内出土土器および一括土器を対象として分類し,

 概述する。提示し得た拓影図および実測図には,1～429までの一連番号を付け,対照する

 土器観察表を設けた。RP№の土器は,一部実測図に示し,他は巻末図版に掲載する。

 出土土器の分類(第8～16図図版8～13)

 分類は,全形の判る資料が少ない事から,破片個々に施された文様・施文技法等を中心

 として行い第Ⅰ～Ⅶ群までに大別し得た。これらは各文様要素の組合せからさらに細分で

 きたが,分類の主体が部分文様にあるため結果的に同一個体の破片が複数類にまたがる危

 険性は歪めない。この点については,分類基準表備考欄他で後記補足する。

 第Ⅰ群土器の1～9類は,竹管文を多用する北陸系(新崎・上山田古式・上野・古屋敷

 式)の土器からなり,同じく10～11類の馬高式併行の土器に先行する一群である。細別の

 各類は,相互に関連する点が認められ,基本的には2類を中心とする一群(縄文地文)と

 5類を中心とする一群(格子目状沈線等充填地文)の二つの施文型式(タイプ)を主体と

 しているのが判る。しかし,細かな形態については不詳であり,全体の構造は不明である。

 第II群土器は,各種の刺突文を主要な文様要素とする一群と,隆起線と沈線および沈線

 文が主体となる土器群からなる。器形では,大形の波状口縁をもつ一群が注目され,数点

 の鶏頭状口縁を呈すものがある。刺突文では,交互刺突を基本とし,その変形および結節

 沈線文が主要な位置を占めている。隆起線と沈線・沈線文主体の土器では,渦巻文・連弧

 文・三角形や「X」・「Y」等のモチーフが多用される。文様は,口縁部や体部上半に限

 定されるものが多い。これらは,関東系(五領ヶ台式)の土器と評される事が多いが,必

 ずしも型式的な位置付けの明確な一群ではない。ここでは,問題も多分に残るが,その大

 方は大木7a～7b式に係わり,かつ第Ⅲ群の大半と共伴する東北南半の土器群として捉えて

 おく。地文では,結束を伴う羽状縄文や,結節による綾絡文等第III群に近いものがあ廿),

 いずれも縦位施文が主流である。第Ⅴ群1類は,本群の組成をなす一員としてよいだろう。

 第Ⅲ群土器は,撚糸圧痕文を主要な文様要素とするもので,1～5類に細別される。形

 態上,第Ⅱ群の一部も含めて口唇を「く」の字状に肥厚させる特徴が顕著である。全体で

 は,2類が主体を占めるが,これには隆起線に伴う圧痕と単独施文の2種が含まれている。

 地文は,第Ⅴ群2類の大半と3類の一部が該当する。

 第Ⅳ群土器は,隆起線による口縁部装飾や,隆線・沈線による体部の意匠文をもつ一群
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 で,文様帯の構成が明確である。これは,第Ⅰ～Ⅲ群に後続する大木8a式の範中で捉えら

 れる一群である。第Ⅴ群以下の土器群は,一部を除いて,上記各群に帰すべき体部や底部

 および副次的な土器群からなり,第IV群では,網代や簾状圧痕文が注目される。

 以上のように,本遺跡では,その位置する地域性からか最上川流域ではほとんど見る事

 のない第Ⅰ群土器がまとまったあり方を示し,加えて第Ⅱ・Ⅲ群土器が混在する状況が注

 目される。これら土器群の組成比率は,各土器群の文様帯構成を考慮して比較すれば,約

 半々か,やや第Ⅱ・Ⅲ群が上回ると見る事ができる。次期に降って馬高式併行のものが極

 端に少なく,大木8a式併行の土器が圧倒する現象は非常に興味ある現象といえよう。
 胎土・焼成について

 全体に保存状態が悪かった故か,器面の脆弱なものが多いが,概して第Ⅰ群土器や第皿

 群土器は焼成が良く,遺存状況も良い

 ものが多い。これに反して,第Ⅱ群土

 器は器面脆弱なものが多く見られる。

 胎土では,第Ⅱ群土器の一部に金雲母

 の顕著なものが認められる他,総じて

 石英の細粒が各群土器ともに多く含ま

 れる例が多い。

 遣構内における土器群のあり方について

 下表からは,第Ⅰ群1・2・5,第Ⅱ群7・9,第Ⅲ群2,第Ⅳ群1類等が共伴率の高
 い事が判り,時期的に同時か,近接する資料群である事を推測させる。しかし,細部や編
 年上の問題については,さらに比較要件を吟味し,厳密な検討を行う必要がある。































 (2)・石器

 今回の調査で出土した石器は,整理箱で59箱である。その種類は,石鏃・石錐・石槍・

 石匙・箆状石器・掻器・削器・磨製石斧・凹石・磨石・石棒・石皿がある。石材は,打製

 石器では大半が頁岩で,他に石英等が用いられている。磨製石器では,砂岩・安山岩・花

 崗岩等が用いられ,他に量的には少ないが流紋岩が磨製石斧にみとめられる。

 なお本節において,出土数の少ない石器については細別せず,個々の説明にとどめた。

 石鏃(第17図図版14)

 出土量は全体的に少なく,調査区の南区からと表面採集のものが数点数えられるのみで

 ある。中茎のない無茎のもので,二等辺三角形を呈する。側縁部はほぼ直線的にのび,身

 の中央部から鋭い先端部を作出している。基部は破損しているが,基部の挟1)はやや深く,

 脚部はその断面から比較的細身であることが推定される(1)。また,身の中央部から脚

 部にかけては平坦に調整されているが,ピッチ等による着柄痕跡はみとめられない。

 表面採集のものは,先端部が破損しているが,二等辺三角形を呈し(1)よりも若干大

 形である。無茎で,基部の挟りはU字形に深く施されて,側縁部は直線的にのび,脚部は

 わずかに内湾し細く鋭い形状を示す。

 石錐(図版14)

 不定形な縦長剥片の先端に両側縁から調整を加え,鋭部を作出している。基部にはあま

 1)加工が行なわれず,大きな剥離痕を残すのみである。また基部と錐部との境界も不明瞭

 である。

 石槍(図版14)

 基部から周囲に両面加工を施した,木葉形を呈する小形の石槍である。身の背面は高く

 稜をなし,やや粗い剥離が加えられ,主要剥離面は周囲に細かい連続した剥離が丁寧に施

 されて,側縁から先端部にかけて鋭角な刃部を作ひ)出している。また基部もバルブが取り

 除かれて,薄く平坦に調整されている。

 本石器は,当初比較的鋭利な基部を示すことから,箆状石器ないし掻器の範疇に入ると

 思われたが,先端部の作りが入念に調整され鋭く作出されていることや石鏃よりも身が厚

 く大形であることなどの点から分類した。

 石匙(図版14)

 楕円形を呈し,身の厚い縦長剥片を用いた縦形石匙である。両側縁に浅い抉りを入れ,

 幅約3cmの大ぶりなつまみを作っている。刃部は右側縁に位置し,片面加工により仕上げ

 られ,丸味を呈する。それ以外の左側縁及び基部については,若干の調整を加えるのみで,

 全体に粗い作りである。
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 箆状石器(第17図2～6・8・9・11～16第18図17～21・24・25図版14)

 縦長で先端に刃部を有し,箆状の形をした石器である。通称石箆とも呼ばれる。その外

 形及び刃部の特徴により,次の5つに分けられる。

 a類(2～7・9・13～18・20・25)

 両縁側がほぼ平行にのび,刃部と基部との幅の差があまり違わない短冊形を呈する石器

 である。刃部は片面加工によるもの(3・7・25)と両面加工によるもの(2・4・6・

 8・9・11・13・14・15・17・20・25)とに分けられ,やや直線的なものが多い。刃角は

 比較的鋭角に仕上げられている。

 素材となる剥片は,大部分が縦長のものであるが,中に横長のもの(15)もみとめられ

 る。

 b類(8・11)

 外形は,a類に類似するが,基部よりに左右から浅く抉りを施す特徴を示す石器である。

 そのため,石匙のつまみのような基部が作られるが,同石器のそれよりも粗い作りである。

 刃部は,直線的で両面から丁寧な剥離が行なわれ,鋭角である。

 c類(12・21)

 側縁部が丸味を呈し,身のやや幅広い石器である。刃部は直線的で,粗い剥離による片

 面加工である。

 d類(19)

 棒状を呈する身に,丸く舌状に張り出す刃部をもつ石器である。刃部は大きく内側に内

 湾する。また両面から丁寧な剥離が施されて,丸刃の鋭い刃部を作出している。さらに身

 の幅よりも刃部幅が広く,身の部分との境界が明瞭である。側縁部から基部にかけては,

 大きな剥離を加えた後,右側縁部は背面方向から,左側縁部は主要剥離面方向から調整を

 行ない,ほぼ平行にのびる側縁部を作っている。

 本石器は,断面が鳥噛のように大きく内湾し,鋭い刃部を有する特徴から,掻器に比し

 て刃角がやや鋭角であるが,それに類似した機能であることが推定される。

 e類(24)

 基部が細身で刃部幅が広く,側縁が直線的に開く石器である。そのため,擬状の外形を

 示す。基部は,両面とも大きく剥離面を残したままでほとんど無調整であり,素材の剥片

 の縁辺部をそのまま用いている。主要剥離面の観察から横長剥片を素材としており,母岩

 からの打撃面の一方を基部に,片方を刃部に用いたものと思われる。側縁部は主に背面側

 に調整が行なわれ,身の断面形態は凸レンズ状を呈する。主要剥離面は,比較的幅広の剥

 離で調整されている。刃部は,一部大きく剥離しているが,鋭い直刃に仕上げられている。
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 掻器(第17図10第18図22図版14)

 縦長剥片の先端に調整を加え,主要剥離面に対して急角度の刃部をもつ石器である。外

 形は縦長ないし楕円形を呈し,調整はほとんど片面加工である。

 (10)は,比較的小形で不整楕円形を呈する。右側縁から刃部にかけて細かな剥離を加

 え,丸味のある刃部を作っている。左側縁は,大きな剥離痕を残したままである。基部は,

 刃部に比較して薄く,小さな打撃面とバルブを残したままである。

 (22)は,やや大形で縦長のものである。剥片の先端部を除いてほとんど無調整であり,

 素材から剥離した状態のままである。刃部は,入念に調整が施され半円形の刃部を作り出

 している。また,基部に対して身の下半から烏嘴状に内湾する断面を示す。基部の方は,

 棒状に細長く中央に稜が入り,その断面形態は三角形を示す。基部は打撃面とバルブを小

 さく残している。

 削器(第18図23図版14)

 縦長剥片の側縁部に調整を加え刃部とする石器で,片面加工によるものである。刃部は,

 直線的に作られるため,素材は石刃状の縦長剥片を用いている。

 (23)は,柔らかい頁岩を用い,背面に母岩の自然面を縦に残した石器である。右側縁

 から先端部にかけて調整が見られるが,左側縁は無調整で剥離面のままである。刃部は,

 約1.5cmの幅で帯状に剥離が連続し,直線的である。基部は無調整で,広い打撃面とバル

 ブがみとめられる。

 磨製石斧(第19図26～34図版15)

 いずれも基部・両側縁及び刃部にかけて丁寧に研磨された,定角式の磨製石斧である。

 外形は,基部の大きさ並びに側縁部の開き角度等の違いで若干の相違があるが,概ね短

 冊形を呈する。

 石材は,流紋岩を用いているもの(24)も若干見られるが,大半は砂岩・安山岩等が用

 いられている。

 完形品が少なく,身の中央部から折れて基部ないしは刃部のみの破片がほとんどである。

 また,それらの中には刃部の破損面に,二次的な打痕を残すもの(32・33)があ1),刃部

 が折れた後敲打用に再使用したものと思われる。

 断面形態は,偏平で身のやや薄いもの(26・28～30)と楕円形で身の厚いもの(27・31

 ～34)に分けられる。特に,(26)は,各面とも強く研磨されて断面が四角形を呈し,稜線

 が明瞭であることなどから,鋭利な刃部をもつことが想定され,「のみ」あるいは「手斧」

 のような機能が推察される。

 刃部は,丸刃(30)と直刃(31・34)のものがあり,いずれも両刃のものである。
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 凹石(第20図35～46第21図47～50図版15)

 出土石器の中では,出土量が多く遺構内からも多数出土している。偏平な河原石を素材

 に用い,片面ないし両面に数個の凹みをもつ石器である。また,表面及び側縁部が磨滅し

 ている場合があり,磨石に転用しているものも多くみとめられる。

 外形により,次の2つに分けられる。

 a類(35～43)

 円形を呈するもので,表面中央部に数個の凹みをもつ石器である。凹み部分は,1ヶ所

 にまとまっているもの(35～39),列状に連続するもの及び二ヶ所に分散するもの(40～

 43)などがある。

 磨石として転用しているものは,その使用により表面が平滑になり断面形態が角張って

 いる場合が多い(39・43)。

 b類(44～50)

 細長い楕円形ないし不整楕円形を呈する石器である。前類に比してその形状から二つに

 分散するものや,列状につながる凹みを有するもの(44・46～50)が多い。また,大きさ
 も比較的大形(46・49)である。

 磨石への転用は,前類と同様であるが,表面の他に側縁部を用いている場合(45・48・

 49)もみとめられる。

 石棒(第21図53図版16)

 棒状ないし柱状を呈し,先端部のくびれは不明瞭である。素材には,自然石を用いてい

 る。破損品も含め,7点出土している。

 (53)は,基部のみであるが自然石の表面を磨いて,柱状の六面体に整えている。各面

 には,研磨の際の擦痕が残っている。基部底面は,小さな敲打により平面的に仕上げられ

 ている。出土した中では,最も大形の石棒である。

 石皿(第22図54～57図版16)

 大形の偏平な自然石の表面に,皿状の磨面をもつ石器で本遺跡において多数出土してい

 る。磨面には小さな敲打が施されて舌状ないし馬蹄形に調整され,基部を除いた周囲を縁

 どる特徴を示す。

 (54)は磨面の敲打痕及びその内外に擦痕が顕著であり,(55)は磨面が擦り減って深

 く湾曲し,長期間の使用が推定される。また(56)は,細長い舌状の磨面を呈し,比較的

 平坦である。一方,(57)は板状の自然石を用い,幅広く平滑な磨面を作っている。さら

 にその周囲には,磨面に向って敲打による鑓状の装飾が9単位めぐらされており,特徴あ

 る石皿である。
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 Ⅳまとめ

 今回発掘調査した谷地遺跡は,小国盆地の南西部に位置し,荒川の左岸の沖積河岸段丘

 上に立地し,縄文時代の中期前葉から中葉の集落跡である。本遺跡で検出された遺構は,

 竪穴住居跡29(検出12・確認17)・土壙41(検出14・確認27)・集石31・不明ピット128

 であり,出土した遺物は主に土器・石器で整理箱に約74箱を数える。

 今回は,小国町増岡地内に昭和54年度に一連の県営ほ場整備事業(井の下地区)に係る

 緊急発掘調査を実施したものであセ),これら記録をまとめたものが本報告書である。

 (1)遺構について

 本遺跡で検出された遺構は,遺跡中央部の南北に走る旧地表鞍部をはさんで,大きく分

 けて東側と西側の平坦地に偏在して分布している。時期的には,縄文時代中期前葉から中

 葉にかけて,大きく2時に区分される。

 第1期(中期前葉・大木7b式期)

 C地区の中央から西側寄りにある10号住居跡・15号土壙・17号土壙のみである。10号住

 居跡は,平面形が楕円形を呈し,大きさ4.50m前後を計り,主柱穴の位置が東側と西側の

 壁寄りにり,台形状を示す位置関係になり,小国町墓窪遺跡の70号住居跡と構造が類似し

 ている。土壙の性格は不明である。また,遺物の分布をみる大きく3地域に分けられ,A

 地区の北側,C地区西側,D地区西側などと第1・II群土器が出土し,A地区の住居跡・

 土堤およびD地区の不明ピット群は,この時期に一致する遺構などもあると考えられる。

 第II期(中期中葉・大木8a式期)

 本遺跡の主体となる時期で,A地区からD地区にかけて密集して偏在しており・遺物の分
 布する範囲と一致している。住居跡はとくにB地区に集中し,それぞれ重複しそいる。平
 面形は,不整円形あるいは楕円形を呈しており,径4.20～6.24mの大きさになっている。

 4・12号住居跡は住居跡の中でもやや大形となり径6.00m前後であり,柱穴の配列が共通

 しており,いずれも2～3回の拡張あるいは建替が認められる。その他住居跡はいずれも
 径4.00m前後を計り,3～6本の主柱穴を中心に,壁柱穴で構成されており,近接した時
 間の中で重複している。炉跡が検出された住居跡は,4・94号住居跡であり,若干の掘り
 込みをもつ地床炉で,住居跡の中央から西・南側にずれているのが特徴である。土壙では
 85号土壙のロームマウンドを有するものを除くと,貯蔵用としての性格が強く,83・95号
 土壙では,多量の一括・完形土器が押しつぶされた状態で出土している。集石遺構は,大
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 きく分けて2つのグループになり,直径10～12m前後となる環状を示しており,外周の集

 石遺構が7～10基とみられる。とくに中央の中心部に1基みとめられる場合と,複数の集

 石遺構が小環状を示す場合とがありる。長野県原村阿久遺跡の立石を用いた集石遺構群と

 は異なっており,集落跡内における場所的な差異もみられる。

 (2)遺物について

 出土した土器は,第Ⅰ群土器から第Ⅶ群土器まで大きく分け,さらに描出された文様や

 施文技法によってさらに分類した。第Ⅴ～Ⅶ群土器は,第Ⅰ～Ⅳ群土器の時期に該当する

 体部・底辺部の土器である。第Ⅰ・Ⅱ群土器は,半截竹管や竹管を施文具として,格子目

 状沈線や結節沈線あるいは刺突を施し文様を描出しており,この一群は北陸・中部系の土

 器群であり,大木7a・7b式と係わっており,広義に大木7式に相当する。第Ⅲ群土器

 は撚糸圧痕文を主要な文様要素としており,大木7b式に比定される。第Ⅲ群土器は隆線・

 沈線を主体として文様を構成する一群で,大木8a式に比定される。また,本遺跡でみら

 れる第Ⅰ・Ⅱ群土器は,住居跡や土壙などの覆土より破片として,第Ⅱ・Ⅲ群土器と混在

 して出土しているため,時間差として明確に判断できにくく,今後の新らたな資料をまっ

 て検討を加えるものである。

 このような他地域からの流入する土器の事象は,小国町増岡地内にある墓窪・下野・蟹

 沢遺跡との比較によっても明らかで,墓窪遺跡では大木1式期に関東の黒浜式が,大木7

 b式期に北陸の新崎式他や中部系の梨久保式がそれぞれ共伴し,蟹沢遺跡では後期初頭の

 三十稲葉式が多量に出土している。下野遺跡では,大木9～10式期に相当する複式炉を伴

 う住居跡が十数棟発見され,この時期になると北陸系や中部系などの土器群の流入する現

 象は認められず,この地域は最上川流域の遺跡群とは異なる土器型式の様相が把握される。

 出土した石器は,その大半が礫石器の一群で圧倒的に多く,中でも石皿は磨面に舌状あ

 るいは馬蹄形状に調整されているのが特徴であり,県内でも特異な形状を示し長野県の井

 戸尻・尖石遺跡出土の石皿に共通している。
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 Ⅰ調査の経緯

 中央部を最上川が縦走する北村山地区一帯は,数多くの埋蔵文化財包蔵地(以下遺跡と

 呼ぶ)が分布しており,これまでも何回となく調査が行なわれている。

 ここに広域営農団地農道整備事業・北村山地区が計画されるため,山形県教育委員会が

 主体となり,昭和53年9月18日～10月5日まで遺跡の分布調査が行なわれた。調査の結果,

 対象地域に88ヶ所の遺跡が発見され,本遺跡もその時確認されたものである。

 昭和54年度からこの地区に対して工事が着手することになり,県教委では先の分布調査

 結果に基づき,昭和54年9月,村山平野土地改良事務所・村山市教育委員会の関係機関と

 協議を行なった。その結果,昭和54年10月1日から緊急発掘調査を実施することが確認さ

 れた。

 調査は,後原と船橋の2地区に分けて行ない,10月1日から11月2日までの期間である。

 路線幅に沿ってそれぞれ2×2mのグリッドを設定し,東西方向をX軸・南北方向をY軸

 と決定し,順次粗掘り・精査を加えた後,最終的な記録及び写真を撮影した。(第3・4図)



 Ⅱ遺跡の概要

 北村山地区の最上川流域には,河岸段丘が発達し先史～歴史時代の多くの遺跡が分布す

 る。本遺跡もその段丘上に立地し,標高88～90m,河島山北部から約1.5kmの距離を測る

 最上川をはさんで,右岸を後原地区,左岸を船橋地区と便宜上区分する。(第1図)

 後原地区は,村山市大字名取字後原に所在し,段丘縁辺部から東側の山麓部までの範匪

 をもち,主に畑地から縄文土器・石器・土師器・須恵器等が採集される。また,地元の人

 からの聞き込みにより周辺の分布調査を行なった結果,約100m北側に周溝をめぐらす場

 上の土盛りがみとめられ,略測したところ直径約35m・高さ3.4m・周溝幅2mを測る。

 北側が一部崩れて不明であるが,二段構築の円墳を推定するものであることが判明した。

 (図版2)さらにこのすぐ南側には,方形の土壇上に位置する板碑が,また調査区南側の山頂

 付近には,直径約10mの塚上の土盛りがそれぞれ確認された。

 本地区の基本層序は5層に分けられ,Ⅰ層-暗褐色土,Ⅱ層-黒褐色粘質土,Ⅲ層-明

 褐色土,Ⅳ層-黒褐色土,Ⅴ層-茶褐色粘土である。Ⅰ・Ⅱ層は粘土混じりの二次堆積土

 で,主に水田の近くにのみみとめられることから,以前の水田基盤整備時の盛土と考えら

 れる。Ⅳ層は遺物包含層で,Ⅴ層は遺構確認面である。(第2図)

 遺構・遺物は全体に少なく,70～75-9～12Gに若干みとめられるのみである。

 船橋地区は,村山市大字大棋字船橋に所在し,段丘面の緩斜面上に立地する。地目は畑

 地で,大半が桑畑である。すぐ北側は小河川により入り組んでおり,その対岸の台地は袋

 遺跡(№596)が立地する。また,段丘下側の微高地には,川口A(№599)・棚子(№598)
 遺跡等の縄文及び歴史時代の遺跡が確認されている。

 基本層序は,Ⅰ層-茶褐色土(耕作土),Ⅱ層-茶褐色土,Ⅲ層-黒褐色土,Ⅳ層-濁

 黒褐色土,Ⅴ層-濁黄褐色土,Ⅵ層-黄褐色粘土である。Ⅲ層は遺物包含層で,Ⅵ層は遺
 構確認面である。(第2図)

 遺構・遺物は全体に少なく,調査区東側39～45-8～13Gにみとめられるのみである。





Ⅲ 遺構

 後原地区(第5図図版2)

 1号ピット72-11Gに位置する。直径40cm・深さ15cmを測り,直線的に掘り込んでい

 る。覆土は黒褐色土でやわらかい。

 2号溝跡71-9～75-11Gに位置し,北東方向に走る。断面観察の結果,Ⅰ層下部か

 ら掘り込まれており,新しい時期のものと思われる。覆土は4つに分けられ,粘土混じり

 でやわらかい。幅1.1m・深さ50cmを測る。底面は若干の起伏を呈するが,ほぼ平坦である。

 3号土壙73-9Gに位置する。グリッド壁際に検出され断面観察の結果,Ⅰ層下部か

 ら掘り込んでおり,新しい時期のものである。底面は土壙状に凹んでいるが,北側は平坦

 にのびており,全体については不明であ.。覆土は4つに分けられ,粘土ブロックを含み,

 全体にやわらかい。深さは1.06m・確認面での直径90cmを測る。

 4号土壙75-10G,SD2北側に位置する。直径84cmの円形を呈し,深さ10cmを測る。

 出土遺物は,みとめられない。

 船橋地区(第6・7図図版3)

 1号落ち込み41-9Gに位置する。不整形を呈する溝状の落ち込みで,幅1.1m・深さ

 20cmを測る。底面もピット状の凹みを呈し,一様ではない。

 2号落ち込み44-13Gに位置する。平面形はSX1に類似する。幅80cm・深さ60cmを

 測る。底面は凹凸があり,舟底状にくぼんでいる。出土遺物はみとめられない。

 3号落ち込み42-10Gに位置し,SX1と直角に並ぶ。幅1.2m・深さ50cmを測る。壁

 は北側が袋状,南側が緩やかである。外部西側から木炭に混じり,骨片が出土している。

 4号落ち込み43-9Gに位置し,南北方向にのびる不整形な溝状の落ち込みである。

 壁は直線的に掘ヤ)込まれ,幅60cm・深さ14cmを測る。出土遺物は,みとめられない。

 5号土壙43-10Gに位置し,6号土壙を切っている。楕円形を呈し長径78cm・短径65

 cm・深さ20cmを測る。覆土内から,縄文時代後期の土器片が出土。

 6号土壙43-10Gに位置し,北側がSK5と重複する。不整楕円形を呈し,長径60cm

 ・短径40cm・深さ10cmを測る。

 7号土壙43-10Gに位置する。楕円形を呈し長径80cm・短径70cm・深さ15cmを測る。

 壁は緩やかに掘り込まれ,底面はほぼ平坦である。

 8号ピット39-11Gに位置する。楕円形で長径74cm・短径36cm・深さ7cmを測る。

 9号ピット40-11Gに位置する。楕円形で長径55cm・短径28cm・深さ26cmを測る。
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 Ⅳ遺物

 後原地区(第8図1～7図版4)

 全体的に出土遺物は,稀少である。大半が71-9・10G付近に集中し,全て小片である。

 主にⅣ層の面精査中に確認され,一部はSD2覆土内に混入している。

 1～6は深鉢の同一個体と思われる。全体については不明であるが,横に一条の沈線を

 めぐらしさらに細い沈線で山形文を描出し,その外側に沈線を格子目状に入れて幾何学形

 の区画を形成する(5)。また口縁部は小波状を呈し,格子目文を波状に沿って帯状にめぐ

 らし,その内側は斜位に削がれたように緩い稜を形成する(1)。7は,斜縄文を施した深

 鉢の体部破片である。

 船橋地区(第8図8～18図版4)

 出土遺物は,大半が43-10GⅢ層にまとめられ,同一個体の破片である。体部に流水形

 に刷毛目文を施す粗製深鉢である(8～16)。

 他に,古銭「寛永通寳」が2点出土している。

 一77一



 Ⅴまとめ

 広域営農団地農道整備事業・北村山地区にかかる後原遺跡の2地区について,緊急発掘

 調査を実施した。調査期間は,昭和54年10月1日～11月2日の延23日間である。調査区域

 は,農道路線内に限定し,発掘面積は両地区合わせて116㎡である。

 調査の結果は,以下の通りである。

 後原地区は,出土遺構・遺物とも少なくほとんど西端の畑地に集中している。遺構では,

 土壙2基・溝跡1基・ピット1基が検出されたが,全体にやわらかく,粘土混りの覆土の

 特徴から後世の新しい時期のものと思われる。遺物では,格子目文様をもつ土器から縄文

 時代早期三戸式に併行すると思われる。だが沈線自体が細く・浅く施されており,縄文時

 代後期中葉の可能性も考えられる。他の出土例を,待ちたい。

 船橋地区は,遺構では溝状の落ち込み4基,土壙3基,ピット2基が検出されたが,性

 格については不明である。遺物は土器文様から,縄文時代後期のものと考えられる。











 山形県埋蔵文化財調査報告書第63集

 農林事業関係遺跡(1)
やち

谷地遺跡
うしろばら

後原遺跡

一発掘調査報告書一
 昭和58年3月25日印刷

 昭和58年3月31日発行

発行山形県教育委員会
印刷大場印刷株式会社


